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九州電力株式会社桧浦発電所納め

火力発電所業務支援システム
AdvancedlnformationSystemforMatsuuraThermalPowerStationof

Kyushu Electric PowerCo.,lnc.

近年,火力発電所では,運転の自動化･高度化が推進される一方,設備の運

用･保守管理業務のいっそうの充実と効率化が要求されるようになってきた｡

このニーズにこたえるものとして,発電所の管理業務を支援するシステムの

導入が具体化されつつあり,高度情報化の社会的潮流とこれを支える要素技術

の発展と相まって,火力発電所での高度情報システムとして結実しつつある｡

このたび,九州電力株式会社松浦発電所に発電設備の運転･保守にかかわる

情報を経年的に蓄積し,設備の運転管理･保守管理業務にかかわる各種情報を

利用形態に応じて提供するシステムを開発･導入した｡

このシステムでは,OSI(OpenSystemsInterconnection)プロトコルを採用

してプラントの運用管理情報の本店一発電所間の授受を行っており,これにより

制御装置レベルから本店ホスト計算機までの設備管理情報の流通性を確保し,

情報の有効利用と業務効率の改善を実現している｡

本システムは,平成元年11月1日から運用を開始し,順調に稼動している｡

山 緒 言

近年の高度情報化社会では,情報の多様化･複雑化に伴っ

て効果的な情報の選択とその活用が要求されるようになって

きている｡これらは,計算機･通信などの情報処理技術の発

達と相まって高度情報化社会を形成するに至っており,今後

もこのような情報の多様化･複雑化に対応して社会の高度情

報化はますます進展していくものと考えられる｡

また,これに相応して,コンピュータ情報処理技術,ISDN

(IntegratedServicesDigitalNetwork)をはじめとする通信

技術(ネットワーク技術),OA技術も急速な進展を見せている｡

このような流れは,火力発電所では,管君臣･計し軒情報授受

のオンライン化による設備運用の高度化,および社内情報の

全社的活用による基幹業務の効率化の推進となって表れてき

ている｡

このようなニーズにこたえるものとして,九州電力株式会

社と日立製作所は共同で,全社オンラインシステムの一環と

して,発電所業務支援システム(以下,業務支援システムと略
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す｡)を開発し,九州電力株式会社松浦発電所(以下,松浦発

電所と言う｡)に導入した｡

以下,このシステムの概要について述べる｡

囚 システムの目的と概要

2.1システムの目的

松浦発電所は,定格出力700MW石炭燃焼発電設備であり,

設備の管理対象が多く管理業務の増大が想定きれた｡また,

石炭火力の合理的運用のため管理のいっそうの充実を図る必

要があった｡このため,管理業務の効率化･機械化･高度化

が重要であるとの観ノ〔とからシステムの導入目的を図1のよう

に設定し,その具体化を行うこととした｡

2.2 システムの概要

松浦発電所の業務支援システムの概要と,本店ホスト計算

機を含む全体の構成を図2にホす｡

プラント制御用計算機には,各種フロロセスデータが高速で
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ね ら い

●プラント運用,設備保全

の合‡里化

●運転管理･保守管理の高
度化

●業務効率の向上

0

九州電力株式会社全社統一

選用管理情報の自動収集と

自動配信

プラント運転状況の管理事

務棟および本店でのリアル

タイム把握

(地理的制約の克服)

発電所の運転履歴情報,保

守履歴情報の蓄積と多様な

管理情報の迅速な提供

個人,係,課レベルの非定

型業務へのフレキシブルな

対応

D

課 題

種々の処理業務に対応でき

る充実したデータベース

(プロセス量データベースと

設備データベースの統合)

データベースを活用した高

度でフレキシブルな情報処

理

システムの成長への容易な

対応

広域かつ異機種間のデータ

伝送

0 対応策

汎(はん)用計算機を中核と

したシステム

ワ…クステーションの活用

標準伝送手順

(OSげロトコル)の採用

図lシステムのねらいと対応策 このシステムの主要な導入目的
と,目的を達成するために必要な解決課題とこのシステムでとった対応

策について示す｡

入力され,監視･制御に供されている｡これらの入力データ,

および加工データは,専用伝送回線を通じて業務支援システ

ムへ定期または不定期に送信され蓄積されている｡業務支援

システムには,このほかに環境監視用計算機からの環境デー

タ,設備仕様･履歴データなどが入力される｡

このように業務支援システムは,発電所で扱う大量の情報

を長期間にわたり一元管理し,適切に加工して提供すること

により,機器経年劣化や運転データ経過管理を容易に行える

ものとなっている｡その結果,発電所の運用に応じた運転･

保守のガイダンス,調査･検討資料データの迅速な提供が可

能である｡

また,こうして蓄積した情報から,必要なデータを取り出

し,通信回線網を通じて,本店に設置されているホスト計算

機に対し,官庁報告用データ,運用管理用データなどを伝送

している｡また,逆に本店ホスト計算機から発電所業務支援

システムへは,本店で作成した種々の管理情報が伝送され,

発電所管理業務に利用される｡
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田 システムの構成

3.1ハードウェア構成

松浦発電所の業務支援システムのハードウェア構成は,図2

に示したように業務支援計寅機を中核に,所内各所に多機能

端末(ワークステーション2050/32)をはじめとした各種入出

力装置を分散配置した構成となっている｡

システム構成の基本的な考え方とその特徴を以下に示す｡

(1)扱う情報量が大量であること,各種事務業務を実行する

ためのツールが豊富であること,システムグレードアップ時

の拡張の容易性から,計算機の機種としては汎(はん)用計算

機(HITAC M630/10)を採用した｡

(2)発電所各設備の情報を集中化して一元管理するため,プ

ラント制御用計算機と伝送回線によってリンケージをとり,

オンライン伝送によって情報を自動収集するものとした｡

(3)本店計算機とは社内通信網を介したOSI(Open Systems

Interconnection)による異機種間データ伝送により,オンライ

ンで情報交換を行うものとした｡

(4)マンマシンインタフェース装置としては,ワークステー

ション(2050/32)を採用し,業務に最適な形での情報の提供が

容易に行えるものとした｡合わせて個人または係,課単位で

クローズする小規模の業務処理が,ワークステーションで可

能なよう配慮した｡

なお,設備の定期点検記録などの大量のデータ入力には,

OCR装置(光学式文字読取り装置)を使用し,キーボード入力

の煩雑さを軽減した｡

3.2 ソフトウェア構成

業務支援システムのソフトウェア構成を図3に示す｡

大量のデータを扱うデータベース管理システムとしては,

オンライン処理性能を重視し,アクセス時間が短く定形業務

に適したPDMⅡ(PracticalDataManagerⅡ)を採用した｡

また,ユニット制御用計算機および本店ホスト計算機とのデ

ータ伝送管理システムとして,それぞれの通信プロトコルに

対応して,BTAM(Basic Telecommunications Access

Method)と,今回OSI対応のために開発したOSCS(OSICom-

municationSupportProgram)を採用した｡

一方,ワークステーションを使用した対話形式業務処理の

処理形態としては,個々の業務内客の特徴により,次の2種

類の処理形態を使い分けている｡

(1)機能集中形

ホスト計算機(HITAC M630/10)ですべての処ヨ墾を行う形

態で,従来から一般的に行われている手法である｡この形態

は,蓄積されたデータベースの内容を直接参照し,修正する

業務に適用した｡

(2)機能分散形

ホスト計算機およびワークステーションの双方で,一つの
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本店ホスト計算機
本店ホストオンライン

伝送

全社大データベースの

活用

ワークステーション

の活用

･管理業務の迅速化
高度化

社 内 通 信 網

盛盛盛盛
所長室 中央制御室 技術課 保修課

発電プラント

業務支援計算機

･プラントデータ

オンライン収集

運転履歴情報の

データベース化

設備保守点検履歴管理

設備仕様管理

0
0

OCR装置 プリンタ

制御用計算機

昏

電動弁

押込通風機 ポイラ

(票票データ)[漂讐賃芸情報卜力〕(占芸ユメントニ)

バイパス弁

加減弁

主蒸気止め弁

タービン駆動
給水ポンプ

タービン 発電機

図2 業務支援システムの全体構成 業務支援システムは,制御用計算機を通してプラントデータをオンラインで収集蓄積するとともに,OSl(Open

Systemslnterconnection)プロトコルによって本店ホスト計算枚と情報交換を行っている｡

業務支援計算機(H什AC M630)

オペレーティングシステム(VOSl/ES2)

制御用計算機

データ

送 信

データ

入 力

発電プラント

基本通信

アクセス

システム

(BTAM)

データベース管理システム

(PDMII)

業務プログラム群

DC管理システム

(DCCM3)

OS卜通信

管理システム

(OSCS)

端末メッセージ支援システム

(×MAP)

OFIS/LINK 560/20DSC

データベース
業務プログラム群

(機能分散形) (機能集中形)

オペレーティングシステム(Hト〕×)

ワークステーション(2050/32)

パケット交換網

本店ホスト

計 算 機

注:略語説明

VOSl/ES2(VlrtUaトStOrageOperatlngSysteml/
Extended System2)

DCCM3(Data Comm]nlCat10rlCo[trO- Manager3)

PDMII(PractlCalData ManagerII)

BTAM(Basic Telecommu[lCat10nSAccess

Method)

OSCS(OSICommunicat10[Support Program)

XMAP(Extended Mappl[gAids)

Hト〕×(Hitach=+川X)

560/20DSC(560/20Data Stream Control)

OFIS/LINK(OfflCe Automat10narldl[te仙gence

Support Software/+lNK)

図3 業務支援システムのソフトウェア構成 業務処理は2種類の処王里形態を持ち,一つは,ホスト計算機ですべての処‡里を行う機能集中形で

あり,もう一つは,ホスト計算機とワークステーションで処理を分担する棟能分散形である｡
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業務の処理内容を分担して実行する形態である｡この形態は,

データベースの内容を種々の使用日的に合った形に編集し直

して,ユーザーに提供する業務に適用した｡

田 システムの機能

松浦発電所での業務支援システムのねらいと機能構成を図4

に示す｡

本システムの機能には,火力部門の本店計算処理システム

をオンライン化した｢ホストオンライン関係業務処理機能+

と,発電所内で運転履鮭データを使用し,データ解析を行う

｢発電所業務処理機台巨+がある｡

以下,それぞれの機能の概要について述べる｡

4.1ホストオンライン関係業務処理

従来の火力部門での運転管矧ま,発電所でプラント制御用

松浦発電所

ポイラ

油

ミル

運

転

の

高

度

化

タービン･発電機

→･一水

電力

q二F空気‾訂
ファン

ポンプ

大容量石炭燃焼発電設備

運転業務

凸運転指標

●高効率運転

●機器寿命消費の低減

●事故の未然防止

●小数運転昌による運転

監視

計算機などで作成する運転日誌や記録計などの情報を基にし

て作成された原票を本店に託送し,本店で計算機処理を行っ

ていた｡ホストオンライン関係業務処理は,これらの業務を

計算機によって総合的に処理するものである｡

ホストオンライン関係業務処理には,従来の原票を作成す

る業務処理機能と,本店計算機と業務支援システム計算機間

の情報授受(原票,報告書など)を行う機能がある｡情報授受

に際しては,異機種間通信の国際標準プロトコルであるOSIを

採用している｡

4.l.1業務処理

ホストオンライン関係業務は,本店ホスト計算機と連携し

て以下の処理を行う｡

(1)発電実績システム

発電所運転日誌をもとに,発電実績(発電電力量･燃料消

管理の高度化･効率化

管理業務

管王里の目的

●高効率運転の維持

●損失の低減

●予防保全

●事故原因の調査と再発防止

●定期点検対応

●運転方法の改善

実 態 把 握

(履歴情報の収集と蓄積)

結果の反映

(運転･点検･補修)

情報の自動

収集と蓄積

⊂コ

[

ロ

l l
闘M

業務支援シス テム

運
転
仙
官
理
デ
ー
タ

管理目的に対応して,蓄積された

大量の情報を検索･加エし,多様

な出力形態で提供する｡

ホストオンライン関係

運 転 日 誌

発電実績データ

起動損失データ

性能管理データ

寿命管‡里データ

起動･停止運転履歴

整定負荷運転履歴

任意運転履歴

設
備
管
理
デ
ー
タ

機器仕様データ

修
夕
保
一

･デ検
歴
占
小
履

データベース

1.発電実績システム

2.汽力性能管理システム

3∴与力事故統計システム

4.汽力経年劣化システム

5.汽力修繕費予実算管理システム

6.汽力排脱性能管理システム

7.汽力環境実績システム

8.汚染負荷量算出システム

9.主要運転データ経過値表示

発電所業務処理関係

1.起動損失計算と要因分析

2.主要経年変化･余寿命管理

3.機器性能管理

4.保安日誌･エネルギー管理記録

5.機器台帳管理

6.機器履歴管理

7.官庁報告データ管理

8.保修依頼票管理

業務処王里サブシステム

図4 業務支援システムの機能体系 業務支援システムの機能は,大別して本店ホスト計算機との連係処理を行うホストオンライン関係処理と,

発電所業務の効率向上を行う発電所業務処理に分薄される｡
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賛量･利用率など)の統計管理,および官庁報告用資料の作成

を行う｡

(2)汽力性能管理システム

(a)発電所運転日誌をもとに,熱効率偏差(実績値一日標

値)の原因内訳算定など,熱効率の管理を行う｡

(b)負荷帯別(25～100%)に運転データの統計処理を行い,

運転偶の管理を行う｡

(3)汽力事故統計システム

事故･保修データをもとに,発電所の事故の煉因別統計な

ど,事故･保修の統計管理を行う｡

(4)汽力経年劣化システム

発電所の定期点検時のデータなどをもとに,機器の寿命管

理を行う｡

(5)汽力修繕費予実算管理システム

発電所での修繕費,廃棄物処理費,消耗品費などの予実算

の管理を行う｡

(6)汽力環境実績システム

発電所運転日誌,発電所周辺環境データをもとに,環境実

績の統計管理を行う｡

(7)汽力排煙脱硫装置件能管理システム

排煙脱硫装置出入り口SO2濃度,石灰石などの運転テ+タを

もとに,排煙脱硫装置性能管理を行う｡

(8)汚染負荷呆算出システム

発電所の燃料データ,SO2濃度関連データをもとに,汚染負

発電所

｢憫憫順接機+発

電

設

備

‾ ● ■‾‾

､

/一一‾､t

′

HITAC

M630/10

ヽヽ

経過値

経過値
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荷嵩関連資料を作成する｡

(9)主要運転データ経過値表示

1分ごとにサンプリングされた発電プラントの主要プロセ

スデータ(100項目)を本店ホスト計算機に送信し,本店ホスト

計算機のワークステーションでトレンドグラフに表示する｡

また,業務支援システムでも同じデータを過去48時間にわた

って参照できる｡図5に表示例を示す｡

4.1.2 ホスト計算機との連携

本システムの開発は,本店ホスト計算機(富士通株式会社製)

との接続が前提となり,昭和62年12月から相互接続方式の検

討を開始した｡従来の一般的な接続方式では,作業量,開発

期間,拡張性などに適用条件を満足できない点があったため,

ISO(InternationalOrganizationforStandardization)が標

準化を進めてきたOSIプロトコルで接続する方針を採った｡匡Ⅰ

内では財団法人情報処理相互運用技術協会(INTAP:Inter-

Operability Technology Association forInformation

Processing)が標準化を進めている状況であった｡

開発に先立ってサブセット化(実装時規格の運用方法の統一

化)を行い,松浦発電所火力オンラインに適したものを決定し,

決定事項を接続仕様書としてまとめた｡図6に決定したプロ

トコル構成を示す｡

図6中のトランスポート層～応用屑共通部までをサポート

するオンライン サポート プログラムOSCSおよびシステム個

別アプリケーションプログラムであるOSCS/UA(OSCS/User

パケット網

随時伝送

本 店

ホスト計算機

富士通

株式会社製
一一一■--･-､

ヽ＼

経過値

1
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3
一
ハ
+

0
0
0
0

司1∃

‥
‖
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ハリ

ハU

り

ハリ

ハ
(
)

ハ一じ

一
‖
〓

り
ノ
ー

*米
ニモミ要運鯨データ経過僧衣′一三

発唱機出ノJ

_もタービン凹転数
-ii戎気_Lヒ弁F三才蒸気乱度j【り匂

_‾ii点気_【L弁前蒸気止ル､lり句集

* ♯

発電機出力 O MW

併列 月 【_■f時 分
解列 7月18F了Zl時35分

川()

8日
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1日

Zg

n

00

00

00

岬勿Jプ.0:川 7丁:On 2Z:(川 Z3:00 0:00 1:00

89-07一柑

】2:00:00

1貞

00
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5(j

図5 主要道転データ経過値表示 プラントの主要運転データが本店ホスト計算機へ伝送され,距離的な制約を越えてプラントの概況をリアル

タイムで把握できる｡図は,7Dラントの停止過程の主要データを表示したものである｡

75



554 日立評論 VOL.72 No_6(柑90-6)

OS17層モデル 70 ロ ト コ ル 構 成

l

l

応用層:固有部
l

l

l

l共通郡

______⊥せぜ至巨し
プレゼン

このシステム固有のアプリケーション70ログラム

〔■SO8649/8650〕l
〔lSO8822/8823〕,〔lSO8824/8825〕

テーション層

セション層

トランスポート層

ネットワーク層

テ一夕リンク層

物理層

(カーネルを使用)

いSO8326/8327〕

(カーネル＋全二重を使用)

〔lSO8072/8073〕

(クラス2を使用)

〔CClTTX.25(80年版)＋】SO8878ANNEXA

CONVERGENCEDPROTOCOし〕

〔lSO7776〕

〔×.21Bis〕

いSO2110,2593〕

注:略語説明

CCITT(l=ternat■0nalTelegrapha[dTelephoneConsultati〉eCommittee)

ACSE(Assoc椅t10nControIServICe Eleme[t)

lSO‥nternatlOna10rgarllZat10nfor Standardizat10∩)

図6 0Slプロトコル構成 トランスポート層から応用層までを今回

開発したOSCSおよびOSCS/UA(OSCS/UserAgent)でサポートしている｡

Agent)を今回開発した｡OSCSがその利用者であるOSCS/UA

に提供する機能を以下に述べる｡

(1)アソシエーションの確立応答要求･解放応答要求･中断

要求

(2)アソシエーションの確立･解放･中断

(3)アソシエーションの確立･解放要求時のUAコール

(4)端末へのデータ送信

(5)他プログラムへのデータ送信

(6)他プログラムからのデータ送信

(7)時間監視

OSCS/UAには,大量データを送受信するためのファイル伝

送と比較的少量のデータを高頻度で送信する随時伝送とを設

定し,プログラムの開発を行った｡また,伝送の運用面では,

オペレータの介在を得ずに送受信を行う自動伝送,データの

誤r)を訂正した後の再送機能,および緊急時の強制送信の3

形態を設け,従来の発電所の業務形態を損なわないように配

慮した｡業務支援システムからは,主要運転データのほかに

平均850件/臼のデータを本店ホスト計算機へ送信し,本店ホ

スト計算機で処理された各種管理情報を受信している｡表1

は受信する帳票類を示したものである｡

表l受信帳票一覧表 本店ホスト計算機で処理された帳票須を受信し,業務支援システムで蓄積することによって随時漢字プリンタに出力する

ことができ,運転結果の把握が迅速になる｡

機能 項 目
伝送タイミング

機能 工頁 目
伝送タイミング

機能
伝送タイミング

項 目
日月期年日 月 期 年 日 月 期 年

発

発電機実績期年幸艮1 ○ (⊃

琴汽

火力事故統計(保修停止件名表) ○

汽

力

修
繕
費
予
実
算

汽力化学薬品費(消耗品費) 0 0 0

発電機実績期年報2 ○ ○ 火力事故統計
○

汽力廃棄物処王里貴

電

実
績

管
王里

発電機実績期年報3 ○ (⊃
計力
管事
理故

(可能出力低下件名表) 予実算明細表
○

発電寺幾実績期年報4 ○ ○ 火力事故統計

(その他事故件名表)
○

汽力廃棄物処理費実績表 ○

発電所年幸艮1 (⊃ 汽力消耗品責

予実算明細表
○

発電所年幸辰2 (〕 汚

染

負
荷

燃料受払管理表 ○ (〕

発電所年報3 ○ 燃料イ吏用状況表 ○ ○ 汽力消禾毛品費実績表 ○

汽

力
性

能

管

汽力負荷帯別
○

石炭十吏用状況表 ○ ○ 汽力修繕費実績表

運転値実績月報(1)
里

算
出

環

境
実

補正後の脱一流効率算定表 (⊃ ○ (定日種別)
00

汽力負荷帯別

運転値実績月報(2)

汽力負荷帯別

運転値実績月報(3)

汽力負荷帯別

運転値実績月報(4)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

(⊃

(⊃

(⊃

○

○

○

○

○

○

○

硫黄酸化物排出量算定表

火力環境統計報一3

火力環境統計報-4

大気環境報-1

大気環境報一2

大気環境報-3

(⊃

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

(⊃

○

(⊃

孟宗イ慧雷驚特別修理)｡｡
ユーティリティ実績月報○

笠慧∃芸雷雲苧｡
排煙脱硫装置

‡里

統汽
計力
管事

理故

負荷帯別データリスト
績

管
大気至芸境報-4

汽

力
運転状況表2

0

壬非煙脱硫装置汽力性能実績月報(1) ‡里

汽
力

修
繕

大気環境報-5 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

排
煙

月見

硫
装

汽力性能実績月報(2)

負荷帯別;毎水温度

大気環境報-6

大気環境報-7

運転状況表3
0

i非煙脱硫装置

復水器真空度関係リスト

〕重転値解析データリスト

火力運転二状況報1

火力運転状況報2

大気環境報-8

汽力内燃力修繕費週報

汽力修繕費予実算明細表

汽力修糸善男実績表

○

○

○

置

性
能

管
理

運転総括表10

慧芸芸霊芸警｡
排煙脱硫装置

火力運転状う兄報3

火力保修依頼処王里件数表

○

○

○

(⊃

費

予

実

(関係一件名別)

汽力化学薬品費

運転総括表3
0

ユーティリティ消費量,

火力事故統計(事故停止件名表) ○
算
(廃棄物処理費) ガス比報告書

○
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表Z 発電所業務処理出力項目一覧表 発電所で主に使用する各種帳票および参照画面の主な出力項目を示す｡出力は一覧表またはグラフとし

て,利用しやすい形態で行われる｡

No. 機能名 称

出 力 項 目

機 能 概 要
画 面 帳 票

l 起動損失計算と (a)制御用計算機から起動･停止時の運転データおよ ●起動･停止実績比較グラフ ●停止時間による損失分布図

要因分析 び起動損失計算結果を取り込み,起動損失を種規別(燃 ●基準値との比較グラフ ●要因別･フェーズ別損失

料量,所内電力量など),起動段階ごとに分類し保管す 一覧表
る｡

(b)起動損失の平常時の基準値を求めておき,損失増大

時の要因分析を行う｡

2

3

4

5

6

7

8

主要経年変化･ (a)制御用計算機から負荷整定データを自動的に取り ●主要経年変化管王里グラフ ●全データリスト

余寿命管理

機器性能管理

保安日誌･エネルギー

込み,差庄などに閲しグラフ表示および統計分析を行い ●余寿命管理グラフ ●設定値超過項目一覧表

異常の有無を判断するとともに,機器の経年劣化傾向を ●一次相関グラフ ●整定データリスト

把握する｡ ●積算値対応グラフ ●発電実績･環境実績旬報

(b)機器の運転履歴と余寿命消費計算結果から機器の

余寿命を評価し,最適点検･保修時期を予測する｡

主要機器について制御用計算機からの自動採取データを ●性能変化管理グラフ ●相対グラフ

利用して性能管理を行い,異常の有無を判断するととも

に,機器の性能劣化傾向を把握する｡

電気事業法および省エネルギー法で定められた保安日誌･●ポイラ･タービン保安日誌 ●ポイラ･タービン保安日誌

管理記録

機器台帳管理

機器履歴管理

官庁報告データ管理

保修依頼票管王里

エネルギー管王里記毒景を制御用計算機からの自動採取デー ●所内ボイラ保安日誌 ●所内ボイラ保安日誌

夕によって自動的に作成するとともに,データベース化 ●エネルギー管理記貪責 ●エネルギー管理記錦

して管理値および前回との差を表示する｡ (3種矩)

設備仕様データおよび機器の保修履歴データを分類･コ ●機器台帳(5種類) ●機器台帳(5種類)

ード化してデータベースを構築し,機械台帳,電動機台
帳,安全弁台帳,タービン振動台帳などを作成する｡

上記機器台帳の保修履歴データから主要磯器部品の取 ●点検記春蚕入力 ●補修実績一覧表

替故障頻度を統計処理し,機器の最適点検･保修時期を ●タービン振動台帳 ●機器点検日付一覧表

予測し,機器安全管理の強化を行う｡ ●補修取替頻度グラフ ●タービン振動台帳

(a)定期検査後の試運転記毒気運転実績などの官庁報告 ●定期検査後試運転記緑(2種類) ●定期検査後試運転記録

資料作成を制御計算磯からの自動採取データを利用し ●ボイラ安全弁作動試験記荷 ●ボイラ安全弁作動試験記録

て,自動的に行う｡ ●補機作動試験に関する記董貢 ●補機作動試験に関する記韓

(b)官庁報告データを保存しておき,前回との比較など ●前回官庁検査後使用状況(Z種類)●前回官庁検査後使用状況

が容易に行えるようグラフ化および分析を行い,わかり
他7画面 他7帳票

やすい状態で保管する｡

(a)この保修依頼票をペーパーレス化し,業務の効率化 ●保修依頼件数一覧表示(9種醸)●保修依頼件数一覧表(9種漁)

を行う｡ ●保修依頼件数グラフ(9種矩) ●保修依頼件数グラフ(9種類)

(b)保修依頼票のデータを利用して,装置別･機器別の

統計をとり,機器安全管理の強化を行う()

4.2 発電所業務処理

発電所業虜処理は,発電設備の保亡､1:の高度化を_‾iミな目的と

したものであり,表2にホしたようなサブシステムで構成さ

れている｡これらの業務は,システムに入力･蓄積されてい

る長期間にわたる情報を要求に応じて椎々の形態で提供する

ことにより,設備イ米守業務の支援を行うものである〔J

サブシステムの機能のうち主安プロセス量の経年変化の表

示例を図7に示す｡イ米守業務の高度化には,去期間にわたる

設備の履蛭情報が必要不可欠であるが,ニのシステムでは現

時点で用途が特定されない情報についてもシステムの貴重な

資源として蓄積しておr),かつ設備の運転開始時からの情報

が収集されている｡今後これらの資源を多角的に分析する各

機能を整備していくことにより,情報から袖山された特徴の

規則性を把握し,保守支援システムとして展開していく予定

である｡

B システムの開発経緯と成果

5.1システムの開発経緯

このシステムは,昭和63年11月1rlからプラント制御絹計

算機からのデ山夕受信･蓄積を開始した{,その後,発電プラ

ントの運用開始に合わせて,平成ノ亡年7Hl円から発箇中背

理業務の連用を開始した｡

この間,平成元年4fl下旬から7月下旬までOSI関連プログ

ラムの試験のため,九州電ノJ株式会社本店に試験用のHITAC

M630/10を仮設し,パケット交換網を介してのプロトコル各

レイヤの確認とプログラムの初期不良の嫡子･l与を行い,平成ノ亡

-fFll月1Uからホストオンライン関連業務の運用を開始Lた｡

さらに,発電所管理業務のうち官庁報告データ管現 機器≠i

帳管理,機器履娃管理および保修依頗票管理の4システムの

運用を開始し,現在に至っている()
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BC〉100

** 主要経年変化管理メニュー **

PFOl:主要経年変化グラフ

P FO2:余寿命管理ブラフ

PFO3:一次相関グラフ

P FO4:tテ■-ソリスト

P上ノU5:発電実績･環境美績データリスト

P F〔)6:設定値超過項目一覧兼

PFO7:鞍定データリスト

図7 主要経年変化･余寿命管理表示例 蓄積

された運転履歴に対し,項目と検索期間を指定するこ

とによって経年データがグラフィック表示される｡二

れにより,経年変化の状況が把握できる｡図は,主給

水の圧力の変化を表示したものであり,圧力損失が経

年とともにどのように変化していくかを調査するため

に使用する｡

呂〔二)11しJ 端末 主要線年委化ブラフ 汰米

米米 碩目設蓬画面 *米

弟示条件
墳軸スパン(1J l=1ケ月_ 2=1年,3=5年.4=10年

出

力
項目
]イ 頂 ヨ 名 称

繁 忙 ㌍き軸 設 定 慣

制 限 憎
出
力表示色 下 値

■
上 恨

1 HL)リリl Bl･1P出口ヘッタ圧力 AT〔二 0.0 400.0 0.0 0
赤

1 HUUU∠ 節炭崩入口給水圧力 ATG 0.0 350.0 0.0 0

練

1 HUOO3 A火炉入口給水圧力 AT(J 0.0 350.0 0.0 u

費

l 11DOO4 B火炉入[‾+ 口 圧力 ATG 0.0 350.0 0.0 り
紫

上JFO3:ブラフ出ノJ,PFO9:前丘,PFlO:次頁

く>
bL〉2川 米米 主要線年変化クラブ
IH山Ulb F P肘F‾1ヘッダ庄わ
2 HPO〔12

1=い川=

1HDn〔4

ATr二

卯().0

320.0

240.9

16U.せ

写り.09

〔.000

節帯解入｢】

.八一々畑入口
Bノ々′か入口

.1T〔⊥

給水仔/J

給水圧TJ

治水怪力

AT(1 AT｢了

350.0

280.0

210.U

140.U

7〇.りり

日

3,4

5(1.0

80.0

10.0

40.0

0.00

.000しJ2 10-07 iO-12 10-17 10-22 10-Z7

80.0

10.0

40.0

0.00

.000

5.2 システム開発の成果

このシステムは,24時間連続稼動という生産設備の連用形

態からの要求と,OA的要素の強い管理業務の機械化を汎用計

算機とワークステーションを組み合わせて実現したものであ

り,発電所構内だけでなく本店をも含めた形でプラントから

発生する情報の蓄積と流通性の向上を図ることができた()こ

のシステム開発のニトな成果について以下に述べる｡

(1)九州電ノJ株式会社での火力発電所の業務支援システムの

某本形を確立することができた｡処理業務を各発電所共通に,

本店レベルで処理する業務と,それぞれの発電所で処理する

業務に整理し,本店と発電所と連係して分散処理する体系と

することによr),本店ホスト計算機運用時間の制約を受けず

に情報のタイムリーかつ迅速な提供が可能となった｡

(2)異機種間のデータ授受にOSIプロトコルを採用することに

より,異機種間接続に伴う煩雑さを解消することができた｡

今後,類似システムを他発電所に展開するにあたって有効な

手段になるものと考える｡
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田 結 言

火力発電所の業務処理を汎用計算機を使用して機械化した

システムについて述べたが,このシステムはここで述べた機

能だけで完結するものではなく,蓄積された情報をてことし

て今後成長していくシステムと考えられる｡このシステムの

運用開始から約1年を経過して,その間に蓄積された情報も

膨大なものになってきており,今後はこれら貴重な情報のい

っそうの活用を行うとともに,将来的にはAI技術なども取り

入れ,より高度で充実した業務支援システムへの艇開を図っ

ていく考えである｡

最後に,このシステムの開発に関して終始ご支援,ご指導

をいただいた各位に対し厚くお礼を申し上げる次第である｡
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